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令和７年２月 

陸前高田市選挙管理委員会 



陸前高田市投票区再編計画 

 

１ はじめに（投票区再編の趣旨） 

 投票区は、公職選挙法（昭和２５年法律第１００号）第１７条第２項の規定

に基づき市町村単位で設けることが規定されており、市町村の選挙管理委員会

が必要と認める場合においては、市町村の区域内において複数の投票区を設け

ることができるものとされています。 

 本市では、昭和３０年に高田、気仙、広田の３町と小友、米崎、矢作、竹駒、

横田の５村が合併して現在の陸前高田市となった際に、投票所の数を２３か所

と定め、その後、有権者数の増加や東日本大震災の影響等により投票所数を変

更してきましたが、大幅な見直しをすることなく現在に至っています。その一

方、東日本大震災をきっかけとして、本市における総人口は大きく減少してい

ること、行財政改革の推進や国による選挙執行経費基準法の改正等により、こ

れまで以上に選挙費用の抑制が求められていることから、地域の実情を踏まえ

つつ、将来を見据えた選挙事務の効率化について検討を進めていく必要があり

ます。 

 こうした状況を踏まえ、陸前高田市選挙管理委員会では、地域の実情に即し

た投票区への見直しを図るため、投票区の再編を行うこととしました。 

【（参考）市長選挙における有権者数と投票所数の推移】 

施行日 有権者数（男） 有権者数（女） 有権者数（計） 投票所数 

昭和 30 年 2 月 13 日 8,665 人 9,936 人 18,601 人 23 か所 

昭和 38 年 2 月 10 日 9,504 人 10,594 人 20,098 人 22 か所 

昭和 50 年 2 月 2 日 9,802 人 11,115 人 20,917 人 26 か所 

昭和 54 年 2 月 4 日 10,040 人 11,345 人 21,385 人 27 か所 

昭和 58 年 2 月 6 日 10,210 人 11,481 人 21,691 人 28 か所 

平成 11 年 2 月 7 日 10,167 人 11,320 人 21,487 人 28 か所 

平成 15 年 2 月 2 日 10,150 人 11,218 人 21,368 人 28 か所 

平成 19 年 2 月 4 日 9,876 人 11,050 人 20,926 人 28 か所 

平成 23 年 2 月 6 日 9.500 人 10,676 人 20,176 人 24 か所 

平成 27 年 2 月 8 日 8,229 人 8,935 人 17,164 人 24 か所 

平成 31 年 2 月 3 日 8,059 人 8,623 人 16,682 人 25 か所 

令和 5年 2月 5日 7,619 人 8,183 人 15,802 人 25 か所 

※昭和 34 年、昭和 42 年、昭和 46 年、昭和 62 年、平成 3年、平成 7年につい

ては無投票。 

 

 



２ 現状 

 本市では、現在市内２５投票区を設けており、その投票区の有権者が投票で

きる場所として、各投票区に１か所の投票所を設置しています。 

 投票所の設置にあたっては、有権者や地域の実情を踏まえた上で、各地区コ

ミュニティセンターや公民館等を投票所として指定しています。 

 また、期日前投票所（１か所）を設置しており、公示（告示）日の翌日から

選挙期日前日まで投票することができます。 

【（参考）選挙人名簿登録者数（令和６年１２月１日現在）】 

投票区 施設名 男 女 合計 

高田第１ 陸前高田市役所 405 人 454 人 859 人 

高田第２ 高田町和野会館 537 人 592 人 1,129 人 

高田第３ 高田町小泉公民館 536 人 590 人 1,126 人 

高田第４ 高田地区コミュニティセンター 507 人 529 人 1,036 人 

気仙第１ 今泉地区コミュニティセンター 274 人 294 人 568 人 

気仙第２ 漁村センター 487 人 547 人 1,034 人 

広田第１ 広田地区コミュニティセンター 388 人 419 人 807 人 

広田第２ 広田町中沢浜青少年会館 347 人 394 人 741 人 

広田第３ 広田町大陽公民館 102 人 93 人 195 人 

広田第４ 広田町小袖公民館 183 人 191 人 374 人 

広田第５ 広田町根岬集会所 149 人 142 人 291 人 

小友第１ 小友地区コミュニティセンター 694 人 757 人 1,451 人 

小友第２ 小友町矢の浦公民館 46 人 59 人 105 人 

米崎第１ 旧市立高田東中学校 385 人 430 人 815 人 

米崎第２ 米崎町和方自治会館 281 人 293 人 574 人 

米崎第３ 自然環境活用センター 481 人 505 人 986 人 

矢作第１ 矢作多目的研修センター 144 人 143 人 287 人 

矢作第２ 下矢作多目的研修センター 284 人 293 人 577 人 

矢作第３ 生出多目的集会センター 95 人 96 人 191 人 

矢作第４ 矢作町小黒山公民館 12 人 16 人 28 人 

矢作第５ 雪沢地域文化伝承会館 21 人 26 人 47 人 

竹駒 定住促進センター 533 人 576 人 1,109 人 

横田第１ 横田町第２区部落会館 146 人 153 人 299 人 

横田第２ 横田基幹集落センター 235 人 230 人 465 人 

横田第３ 横田町第６区町内会館 112 人 103 人 215 人 

合計 7,384 人 7,925 人 15，309 人 



３ 課題 

 ⑴ 投票所における投票環境について 

   本市で現在使用している投票所については、各地区の公民館等を借用し 

  て使用している関係上、施設規模等を必ずしも十分に有しているとは言い 

  難い状況にあります。また、玄関や室内に段差がある投票所、投票所まで 

  の道が狭い投票所、駐車場が少ない投票所等、有権者や投票立会人、事務 

  従事者にとって好ましい施設環境とは言い難い状況になっています。 

 

 ⑵ 投票立会人の成り手不足 

   投票立会人については、当該投票区の中から投票区ごとに２名を選任し 

  ていますが、有権者数が少ない投票区については、投票立会人の選任が困 

  難になっており、高齢化や人口減少が進む中で投票立会人の成り手不足が 

  深刻化しています。 

 

 ⑶ 期日前投票制度の浸透に伴う当日投票者の減少 

   公職選挙法の改正により平成 15 年から期日前投票制度が導入され、制度

の浸透により期日前投票による投票者数の割合が年々増加傾向にある一方、

投票日当日に投票所で投票する有権者は減少傾向にあります。今後もこの

傾向は続くことが予測され、本市の人口減少が進む中で、投票機会の確保

を図りつつ当日投票所の効率的な運営について検討する必要があります。 

【（参考）期日前投票者数の推移（陸前高田市）】 

執行年月日 選挙名 
投票者 

総 数 

期日前 

投票者数 

期日前投票 

割 合 

平成 31 年 2 月 3 日 
陸前高田市長選挙 

陸前高田市議会議員補欠選挙 
13,075 人 2,835 人 21.68％ 

令和元年 9月 8日 
岩手県知事選挙 

陸前高田市議会議員選挙 
12,713 人 2,745 人 21.59％ 

令和 3年 10 月 31 日 衆議院議員総選挙 10,868 人 3,177 人 29.23% 

令和 4年 7月 10 日 参議院議員通常選挙 9,911 人 3,108 人 31.35% 

令和 5年 2月 5日 陸前高田市長選挙 12,541 人 4,125 人 32.89% 

令和 5年 9月 3日 

岩手県知事選挙 

岩手県議会議員選挙

陸前高田市議会議員選挙 

11,912 人 3,917 人 32.88% 

令和 6年 10 月 27 日 
衆議院議員総選挙 

参議院岩手県選出議員補欠選挙 
9,909 人 3,657 人 36.90% 

 



 

４ 再編に係る住民説明会 

 令和６年８月１９日（月）から８月２８日（水）の期間において、市内コミ

ュニティセンター１１か所で「投票区・投票所の見直しに係る説明会」を開催

しました。 

 参加者から出た意見としては、投票区の再編は、概ね肯定的な内容となって

いますが、移動支援策については、期日前投票所の増設希望、移動式期日前投

票所の検討等の意見が挙げられました。 

 

５ 実施時期 

 令和７年７月に執行が見込まれる参議院議員通常選挙から適用するものとし

ます。 

  



６ 投票区再編案 

 陸前高田市役所及び各地区コミュニティセンターの合計１２か所に見直すこ

ととします。 

現行【25か所】  再編案【12 か所】 

投票区 施設名 有権者数  投票区 施設名 有権者数 

高田第１ 陸前高田市役所 859 人 高田第１ 陸前高田市役所 1,984 人 

高田第２ 高田町和野会館 1,129 人  

高田第３ 高田町小泉公民館 1,126 人 高田第２ 高田地区コミュニティセンター 2,166 人 

高田第４ 高田地区コミュニティセンター 1,036 人  

気仙第１ 今泉地区コミュニティセンター 568 人 気仙第１ 今泉地区コミュニティセンター 568 人 

気仙第２ 漁村センター 1,034 人 気仙第２ 漁村センター 1,034 人 

広田第１ 広田地区コミュニティセンター 807 人 広  田 広田地区コミュニティセンター 2,408 人 

広田第２ 広田町中沢浜青少年会館 741 人    

広田第３ 広田町大陽公民館 195 人   

広田第４ 広田町小袖公民館 374 人   

広田第５ 広田町根岬集会所 291 人   

小友第１ 小友地区コミュニティセンター 1,451 人 小  友 小友地区コミュニティセンター 1,556 人 

小友第２ 小友町矢の浦公民館 105 人  

米崎第１ 旧市立高田東中学校 815 人 米  崎 自然環境活用センター 2,375 人 

米崎第２ 米崎町和方自治会館 574 人  

米崎第３ 自然環境活用センター 986 人 

矢作第１ 矢作多目的研修センター 287 人 矢作第１ 矢作多目的研修センター 315 人 

矢作第２ 下矢作多目的研修センター 577 人 矢作第２ 下矢作多目的研修センター 624 人 

矢作第３ 生出多目的集会センター 191 人 矢作第３ 生出多目的集会センター 191 人 

矢作第４ 矢作町小黒山公民館 28 人   

矢作第５ 雪沢地域文化伝承会館 47 人 

竹駒 定住促進センター 1,109 人 竹  駒 定住促進センター 1,109 人 

横田第１ 横田町第２区部落会館 299 人 横  田 横田基幹集落センター 979 人 

横田第２ 横田基幹集落センター 465 人  

横田第３ 横田町第６区町内会館 215 人 

  



【（参考）再編後の投票区の設定】 

 

７ 投票区再編による影響及び対策 

 今回の投票区再編により投票所が 25か所から 12か所へ減少することにより、

見直しの対象となる地区の有権者の中には投票所までの距離が遠くなる場合が

あり、再編される投票区においては有権者が増加することになります。 

 投票区の再編にあたっては、見直しの対象となる地区の有権者に対して投票

所変更の周知を十分に図るとともに、有権者の投票機会の確保や混雑緩和等に

努めるため、投票所の人員を拡充する等の対策を講じます。 

 また、期日前投票所を現在の陸前高田市役所の１か所に市内商業施設内を加

えた２か所とすることとします。ただし、衆議院が解散した場合等、選挙執行

までに十分な時間がない場合には移動期日前投票所の実施を行う場合がありま

す。 

投票区名 投票区の区域 

高 田 第 １ 投 票 区 行政区による 7区、9区、10区、11 区、12区、13 区、14 区、 

15 区、17区、18 区、19区 

高 田 第 ２ 投 票 区 行政区による 1区、2区、3区、4区、5区、6区、8区、16区 

気 仙 第 １ 投 票 区 行政区による 1区、2区、3区、4区、5区、6区、7区 

気 仙 第 ２ 投 票 区 行政区による 8区、9区、10区、11 区、12区、13 区、14 区 

広 田 投 票 区 広田町一円 

小 友 投 票 区 小友町一円 

米 崎 投 票 区 米崎町一円 

矢 作 第 １ 投 票 区 行政区による、8区、9区、10区、11 区、15区、16 区 

矢 作 第 ２ 投 票 区 行政区による、1区、2区、3区、4区、5区、6区、7区 

矢 作 第 ３ 投 票 区 行政区による、12区、13区、14 区 

竹 駒 投 票 区 竹駒町一円 

横 田 投 票 区 横田町一円 


